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論文審査の結果の要旨 

 

 １ 研究目的の評価 

  本研究は、腹膜透析の重要な合併症である腹膜線維症進展におけるレ

プチンの関与を腹膜線維症マウスモデルを用いて明らかにしようとし

たもので、目的は十分に妥当である。 

 

  ２ 研究手法に関する評価 

   研究方法として、C57BL/6 マウスに 0.05%chlorhexidine gluconate(Ｃ 

Ｇ)を腹腔内に投与して腹膜線維症モデルを作成した（ＣＧ投与群）。Ｃ

Ｇ投与開始後 21 日目に採取した腹膜において、腹膜肥厚面積、線維化、

血管新生等のマーカー、レプチンおよびレプチン受容体を免疫組織化学

的に検討を行った。さらにレプチン欠損マウスにおけるＣＧ投与群とレ

プチン持続皮下投与群において検討し解析したもので、研究手法も妥当

である。 

 

    ３ 解析・考察の評価 

   上記手法で解析した結果、ＣＧ投与群及びレプチン持続皮下投与群で 

は、著明な腹膜肥厚とレプチン及びレプチン受容体発現の増強を認めた

が、レプチン欠損マウスＣＧ投与群では、腹膜線維化およびレプチン発

現は有意に抑制される結果より、腹膜線維化におけるレプチンの関与を

明らかにし、今後の腹膜線維症研究への進展が大いに期待される。 

 

 

  以上のように本論文は腹膜透析合併症研究に貢献するところが大であり 

 審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 

 


